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1. はじめに

ハザードマップ作成のための深部地盤モデル構築にお

いては、既往の調査データによる初期モデル構築の後、

地震観測記録に基づく卓越周期に適合するように地盤モ

デルの修正が行われている 1)。一方で、浅部地盤モデル構

築時に、地盤の卓越周期に応じて修正する例は少ない。

その理由として従来のマイクロゾーニングでは 1km また

は 500m メッシュと比較的粗いメッシュであり、周期を問

題としなかったこと、また対象とする短周期域に対応可

能なほど地震観測地点が高密度に展開されていないこと

が考えられる。しかし近年のハザードマップでは 50m メ

ッシュで整理される例 2) 3)があり、地盤の周期を考慮する

ことの重要性も高まりつつある。

地盤の特性を把握する方法として微動を用いる方法は

どこでも測定が可能であり地震観測記録に比べ適用性が

高い。また微動の H/V スペクトルはその概略的な形状に

基づいて速度コントラストの大きい速度境界面を有する

地盤であるかを判別する利用 4)の他、時松･新井(1998) 5)に

より高次モードを考慮した表面波の重ねあわせにより解

釈できることが示されている。

(その 4)では時松･新井(1998)の方法を用いて、微動 H/V
スペクトルを、盛土等ごく浅部の地盤モデルの修正に利

用する方法について検討する。

2. 微動 H/V スペクトルの結果

(その 2)で示した三角形アレイの頂点(図 1 の A 地点)及

び中心点(同 B 地点)において水平 2 成分上下 1 成分の単点

微動計測を実施し H/V スペクトル(以下、観測 H/V)を求め

た。図 3 に A･B 両地点における観測 H/V を示す。5Hz よ

り低周波数側では両地点のスペクトル形状は同等である

が、高周波数側では両地点の差異は大きい。A･B 両地点

間は約 20m 離れており、この差異がごく浅部の盛土地盤

の差異を反映した有意な情報であるか以下に考察した。

3. PS 検層データに基づく考察

微動計測地点の近傍には、Vs=500m/s を越える工学的基

盤が確認されている PS 検層地点がある(図 1,図 2)。図 4
に図 2 に示す PS 検層データより求めた表面波理論 H/V ス

ペクトル(以下、理論 H/V)を A 地点の観測 H/V と比較し

て示す。理論 H/V は時松･新井(1998)によると下記のよう

に求めることができる。
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VRjP , HRjP , HLjP はそれぞれ j 次モードレイリー波(鉛直、水

平)、ラブ波の相対パワーであり、レイリー波及びラブ波

のミディアムレスポンス RjA , LjA を用いて、
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　　 Rjk , Ljk :波数， wu :レイリー波の水平鉛直比，

　　 α :加振力の水平鉛直比

と表せる。式(1)、(2)において高次モードはレイリー波、

ラブ波共に 10 次モー

ドまでを考慮し、レイ

リー波水平成分とラブ

波の振幅比 R/L を全周

波数において 0.7 とし

て重ね合わせた。なお

深部地下構造は、愛知

県 6)による深部地盤モ

デルから本検討地域に

あたる構造を用いた。

図 4 よりダウンホール

法 PS 検層に比べ、サ

AB AB

図 1　工学部新 1 号館における各調査位置図

(左:1958 年都市計画基本図,右:1998 年都市計画基本図) 図 2　PS 検層地点の地盤データ
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スペンション法 PS 検層による理論 H/V の方が 5～15Hz
におけるスペクトル形状が A 地点の観測 H/V との対応が

よいことがわかる。サスペンション法 PS 検層の結果は微

細な速度の変化を捉えており、その影響が観測 H/V のス

ペクトル形状に反映されていると考えられる。

4. 微動アレイ探査結果に基づく考察

図 5 に微動アレイ探査より推定される分散曲線(以下観

測分散曲線)とサスペンション法 PS 検層に基づく理論分散

曲線(以下理論分散曲線)を示す。観測分散曲線は理論分散

曲線に比べ高周波数側において速度が低いことが分かる。

これは A 地点と B 地点の観測 H/V の形状の差異と共通の

要因と考えられる。そこでサスペンション法 PS 検層によ

る S 波速度構造のごく浅部を観測分散曲線から逆解析に

より推定される速度構造と入れ替えて修正地盤を作成し

(図 2)、理論 H/V を求めた。図 6 に B 地点の観測 H/V と

重ねて示す。図 6 より修正地盤による理論 H/V は観測

H/V にみられる 10～15Hz のピークをより良く説明できて

いることが分かる。また図 2 より理論 H/V の変化は深さ

10m 未満のごく浅部の地盤構造を反映していることが分

かる。このことは近年のマイクロゾーニングにおいて整

理されている最も細かいメッシュ単

位(50m メッシュ)よりも微細な距離

の地盤情報を微動 H/V スペクトルよ

り得られることを示しており、浅部

地盤モデルの高精度化に有用な情報

となり得ると考える。

5. まとめ

微動 H/V スペクトルについて PS
検層や微動アレー探査結果と比較し

その適用性を検討した。以下にまと

める。

①サスペンション法による PS 検層

との比較により H/V スペクトルの形

状が微細な速度構造を反映したもの

であることが分かった。②微動アレ

イ探査結果より補正した速度構造で

PS 検層地点から 20m 程度はなれた

地点の観測 H/V のスペクトル形状を

説明でき、高周波数(20Hz 程度)まで

のスペクトル形状が有意なものであ

ることを確認した。③微動 H/V スペ

クトルは 20m 程度離れた地点間の速

度構造の差異を反映した情報である

ことが分かった。

従来微動 H/V スペクトルは概略的な形状に基づく分類

に基づき、計測地点が速度コントラストの大きい速度境

界面を有する地盤であるかを判別する利用法が主であっ

たが、本検討により微動 H/V スペクトルジャストポイン

トの地盤構造の推定に利用が可能と考えられる。今後(そ
の 2)～(その 4)の結果を考慮して(その 1)で構築した地盤モ

デルの修正を行い浅部地盤モデルの高精度化を図るとと

もに、浅部地盤モデルの構築から修正までの一連の流れ

をレシピとして確立していく予定である。
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図 3　A 地点･B 地点の観測 H/V
の比較

図 4　A 地点観測 H/V と PS 検層

に基づく理論 H/V の比較
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図 6　B 地点観測 H/V と修正地盤

モデルに基づく理論 H/V の比較
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図 5　微動アレイ探査に基づく分散

曲線と理論分散曲線との比較
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